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ウェルナー症候群は，若い年齢で老化が急速に進行する常染色体劣性の遺伝病である。本疾病は 
WRN ヘリカーゼ（Werner syndrome protein）が変異により機能欠損してしまうことで引き起こされる

が，その発症機構はよく分かっておらず，治療法も確立されていない。研究代表者らはこれまでの研

究で，ヒト WRN HRDC ドメインの立体構造を決定することに成功している（Kitano et al., 2007, J. 
Biol. Chem.）。本研究ではこの知見を活用して，WRN のドメインＸ線結晶構造解析の研究を進めた

。タンパク質と DNA の複合体結晶を兵庫県の大型放射光施設 SPring-8 に持ち込み，高輝度Ｘ線を

照射することによって，X線回折データの測定を行った。この結果，WRN に特徴的なもう一つの領

域，WRN RQC（RecQ C-terminal）ドメインと DNA の複合体構造を，高分解能で決定することがで

きた。同立体構造からは，WRN が RQC ドメインにある尖ったヘアピン構造を，“DNA鎖分離ナイ

フ”としてヘリカーゼ反応に用いている新事実などが明らかとなった。この研究成果は米国の科学雑

誌に論文発表を行った（Kitano et al., 2010, Structure）。 

また期間中，低分子量 Gタンパク質グアニンヌクレオチド交換因子 Tiam1/Tiam2 の細胞膜認識ド

メインのＸ線構造解析をおこない，欧州の科学雑誌に論文発表を行った（Terawaki et al., 2010, EMBO 
J.）。 
 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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